
（１）　日経平均株価

平成１７年の東京外国為替市場の円相場（対米ドル、期中平均値）は１１３円

２６銭、対前年差５円７７銭高となり、２年振りに円安となった（図６８）。

円相場（対米ドル、期中平均値）の推移をみると、平成１７年第１四半期には１０４円５１

銭となったが、その後円安傾向が続き、同年第３四半期には１ドル＝１１０円を超え、平

成１７年第４四半期では１１７円３１銭となった。

第２章　統計データでみる福島県経済

(２)　円相場

平成１７年の東証一部日経平均株価（225種、期中平均値）は１２,４２２円５８

銭、対前年差１,２４３円３３銭高となり、２年連続で前年を上回った（図６７）。

　

東証一部日経平均株価（２２５種）の推移をみると、平成１５年４月には最安値７,６０７円

８８銭まで下落したものの、同年８月には１万円台を回復。その後１万１千円台維持しな

がら、平成１７年後半には大幅に株価が上昇し、平成１７年第Ⅳ四半期では１４,４８９円

９１銭となった。

【日経平均株価】

日本経済新聞社が東京証券取引所第一部に上場している225銘柄（定期的に入れ替え）

を対象に平均金額を算出したもので、株式市場全体の株価水準を示す代表的な指標で

す。株価が上昇すると、企業資産の含み益が増え、企業活動に好影響を与えます。また、

株式取引に直接参加していない消費者や経営者にも大きな心理的影響を与えるため、景

気の先行指標といわれます。

【円相場】

円とドルの交換比率（対ドルの為替レート）です。為替レートは商品の値段を決めるときと

同様に需給バランスで決まります。その通貨を必要とする人が増えれば値上がりします

し、減れば値下がりします。為替レートの変動は、外国貿易を行っている企業に直接的な

影響を及ぼし、「円高」では輸出業者が損をして輸入業者が得をします。「円安」の場合は

逆になります。また、円高になると輸入品価格が低下し、物価下落の要因となり、一方、輸

出価格が上昇し、国際競争力を低下させます。円相場が日本経済全体に与える影響はと

ても大きいため、政府・日銀が介入する場合もあります。

８　市場
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備考　１

備考　１

８　市場

【　日経平均株価の推移　】

（資料：日本経済新聞より作成）

（資料：日本経済新聞、東京証券取引所資料により作成）

【　円相場の推移　】

図６７　日経平均株価（期中平均値）及び出来高

図６８　円相場（期中平均値）
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◆　指標は、Ｐ.８８に掲載
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